
夏
休
み
中
の
中
・
高
校
生
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
体
験
を
し
て
も

ら
お
う
と
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

や
ま
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

が
主
催
す
る
「
福
祉
体
験
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
'99
」
が
8
月
2
日
か
ら

12
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
義
一
辺
倒
で
は
な
く
、
体
験

す
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い

る
同
ス
ク
ー
ル
で
、
参
加
者
は
福

祉
施
設
で
の
実
習
や
い
ろ
い
ろ
な

立
場
の
人
た
ち
の
話
を
聞
き
ま
し

た
。参

加
者
の
一
人
、
つ
き
み
野
中

学
校
2
年
の
中
川
麻
美
さ
ん
は
8

月
11
日
、
民
生
委
員
児
童
委
員
と

地
区
社
協
の
ふ
れ
あ
い
訪
問
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
い
っ
し
ょ
に
小
倉
静し
ず

さ
ん
（
86
歳
）
の
お
宅
に
行
き
ま

し
た
。
小
倉
さ
ん
は
次
々
と
身
内

を
亡
く
し
現
在
一
人
暮
ら
し
。
社

会
福
祉
協
議
会
の
ヘ
ル
パ
ー
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
が
定
期
的

に
訪
れ
ま
す
。

小
倉
さ
ん
か
ら
「
こ
っ
ち
へ
い

ら
っ
し
ゃ
い
」
と
や
さ
し
い
言
葉

を
か
け
ら
れ
、
す
ぐ
に
う
ち
と
け

た
中
川
さ
ん
は
、
学
校
や
家
庭
、

友
だ
ち
の
こ
と
な
ど
を
次
々
と
話

し
ま
す
。
小
倉
さ
ん
も
東
京
大
空

襲
な
ど
戦
争
中
の
体
験
談
を
聞
か

せ
て
く
れ
ま
し
た
。「
極
限
状
態
に

な
る
と
、
死
体
を

見
て
も
何
も
感
じ

な
く
な
っ
て
し
ま

う
の
」
と
小
倉
さ

ん
。「
と
て
も
恐
い

こ
と
で
す
ね
」
と

中
川
さ
ん
が
う
な

ず
き
ま
す
。
ま
た

小
倉
さ
ん
は
「
何

で
も
い
い
か
ら
自

分
の
好
き
な
こ
と

を
み
つ
け
て
、
一

生
懸
命
に
や
っ
て

ね
」と
温
か
い
ア
ド
バ
イ
ス
も
し

て
く
れ
ま
し
た
。

話
の
途
中

に
は
、
お
母

さ
ん
を
み
と

っ
た
こ
と
や

「
人
は
ど
う

生
き
る
べ
き

か
」
な
ど
重

い
テ
ー
マ
も

出
て
き
ま
し

た
が
、
中
川

さ
ん
は
中
学

生
な
り
に
受

け
止
め
た
よ

う
で
す
。

話
が
尽
き
な
く
、
時
間
は
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。「
ま
た

来
て
も
い
い
で
す
か
」と
い
う
中

川
さ
ん
に
、「
も
ち
ろ
ん
。ひ
孫
み

た
い
な
子
に
来
て
も
ら
っ
て
本
当

に
う
れ
し
い
」と
答
え
る
小
倉
さ

ん
。訪

問
を
終
え
た
中
川
さ
ん
は

「
う
ち
に
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い

る
け
れ
ど
、
本
当
に
”お
ば
あ
ち

ゃ
ん
“と
話
を
し
た
っ
て
感
じ
が

し
ま
し
た
。
今
度
は
お
菓
子
を
も

っ
て
き
た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま

し
た
。

6

市
内
に
住
む
65
歳
以
上
の
人
た

ち
は
2
万
2
7
1
0
人
（
今
年
7

月
1
日
現
在
）
で
、
全
人
口
に
占

め
る
割
合
（
高
齢
化
率
）
は
10
・

88
％
で
す
。

市
内
の
最
高
齢
は
、
明
治
30
年

生
ま
れ
の
新
井
ぎ
ん
さ
ん
（
深
見

西
）、
福
島
と
よ
さ
ん
（
福
田
）
の

1
0
2
歳
で
す
。
ま
た
1
0
0
歳

以
上
は
新
井
さ
ん
た
ち
を
含
め
て

10
人
で
、
う
ち
男
性
が
1
人
、
女

性
が
9
人
と
な
っ
て
い
ま
す
（
8

月
末
現
在
）。

◇

市
が
平
成
４
年
度
に
策
定
し
た

「
第
6
次
大
和
市
総
合
計
画
」
で

は
、
高
齢
化
率
を
平
成
12
年
度
で

9
･
6
％
、
同
17
年
は
11
･
7
％
、

平
成
22
年
で
は
14
･
6
％
に
達
す

る
も
の
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
高
齢
化
社
会
は
こ
れ
を
上
回

る
ペ
ー
ス
で
進
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
大
和
市
の
高
齢
化
率
は

県
内
で
は
低
い
方
で
、
平
成
10
年

1
月
1
日
の
県
の
調
べ
に
よ
る

と
、県
内
37
自
治
体
の
う
ち
、高
い

順
か
ら
30
番
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
9
月
〜
10
月
に

市
が
行
っ
た
市
民
意
識
調
査（
無

作
為
抽
出
の
16
歳
以
上
の
男
女
3

0
0
0
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
、
回
収

率
55
･
9
％
）で
、「
高
齢
化
社
会

に
向
け
て
、
行
政
に
特
に
力
を
入

れ
て
欲
し
い
と
思
う
こ
と（
複
数

回
答
）」の
問
い
に
対
し
て
、
最
も

多
か
っ
た
答
え
が「
年
金
制
度
の

充
実
」（
54
･
8
％
）で
、
次
い
で

「
各
種
保
健
・
医
療
制
度
の
充
実
」

（
54
･
7
％
）、
続
い
て
「
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
な
ど
在
宅
福
祉

の
充
実
」（
35
･
6
％
）
で
し
た
。

平
成
5
年
の
同
調
査
で
は
、

「
各
種
保
健
・
医
療
制
度
の
充
実
」

が
第
1
位
（
57
･
7
％
）、「
年
金

制
度
の
充
実
」が（
49
･
6
％
）
２

位
だ
っ
た
の
が
、
昨
年
の
調
査
で

は
逆
転
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
特
徴

的
な
こ
と
は
、「
高
齢
者
の
た
め

の
住
宅
の
整
備
」
が
13
･
8
ポ
イ

ン
ト
と
大
き
く
減
少
し
て
い
る
こ

と
で
す
。

年
齢
別
の
集
計
で
は
、
60
代

以
上
で
は
「
各
種
保
健
・
医
療
制

度
の
充
実
」
が
最
も
多
い
の
で
す

が
、
20
代
か
ら
50
代
ま
で
と
な
る

と
、「
年
金
制
度
の
充
実
」
が
最

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
自
由
回
答
に
は
「
高

齢
者
の
住
み
や
す
い
街
に
し
て
ほ

し
い
」、「
高
齢
者
が
行
政
の
み
を

当
て
に
せ
ず
、
自
立
を
意
識
さ
せ

る
こ
と
も
必
要
」な
ど
の
意
見
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
国

連
で
決
議
さ

れ
た
「
国
際

高
齢
者
年
」

で
す
。
ま
た
、

10
月
か
ら
は

「
介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
」
の

申
請
受
け
付

け
が
始
ま
り

ま
す
。

来
る
21
世

紀
を
、
だ
れ

も
が
住
み
や

す
い
社
会
に

す
る
た
め
に

は
、
さ
ま
ざ

ま
な
変
革
が

求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

広報やまと 9/15号

9月15日は敬老の日

市内の状況は「福祉体験サマースクール」でのひとこま

年金制度の充実�

各種保健･医療制度の充実�

ホームヘルパーの派遣など在宅福祉の充実�

老人ホームなど介護施設の充実�

高齢者の就労機会の拡充�

高齢者の利用を配慮した公共施設の整備�

高齢者のための住宅の整備�

老後の生きがい対策の充実�

高齢者のための相談窓口の充実�

その他�

特にない�
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8
月
1
日
に
引

地
台
公
園
で
市
消

防
団
消
防
技
術
競

技
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
同
競
技

会
は
、
地
域
の
消

防
防
災
活
動
な
ど

に
従
事
す
る
市
内

消
防
団
員
の
士
気

の
高
揚
や
活
動
の

迅
速
化
、
消
防
技

術
の
向
上
を
目
的

と
し
て
、
4
年
ご
と
に
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
7
回
目
と
な
っ
た
今

年
は
、
市
内
12
の
消
防
団
か
ら
15

チ
ー
ム
、
90
人
が
参
加
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

競
技
種
目
は
、
4
人
で
編
成
さ

れ
た
チ
ー
ム
が
、
水
槽
か
ら
約
65

ｍ
離
れ
た
火
点
に
対
し
、
20
ｍ
の

ホ
ー
ス
3
本
を
つ
な
い
で
鎮
火
作

業
を
行
う
「
小
型
ポ
ン
プ
操
法
」。

ホ
ー
ス
の
運
搬
・
設
置
、
動
力
ポ

ン
プ
の
操
作
な
ど
、
一
連
の
消
火

作
業
の
早
さ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
そ
の
作
業
の
確
実
性
も
評
価

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

真
夏
の
日
ざ
し
が
照
り
つ
け
る

中
、
各
チ
ー
ム
と
も
指
揮
者
の
掛

け
声
の
下
に
、
き
び
き
び
と
し
た

動
作
で
消
火
活
動
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。

インフォメーション
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空母キティホーク入港､
大和市基地対策協議会が米国大使館と国に要請

消防団消防技術競技会が
開催

8
月
25
日
の
米
空
母
キ
テ
ィ
ホ
ー
ク
の

横
須
賀
入
港
に
先
立
ち
、同
艦
載
機
が
激
し

い
騒
音
を
伴
い
厚
木
基
地
に
飛
来
し
ま
し

た
。こ
の
た
め
、「
体
の
具
合
が
悪
く
な
っ

た
」、「
子
ど
も
が
お
び
え
て
泣
き
止
ま
な

い
」な
ど
の
苦
痛
や
不
安
を
訴
え
る
内
容

の
苦
情
が
数
多
く
市
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
厚
木
基
地
に

起
因
す
る
諸
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
市

民
各
層
の
代
表
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る

大
和
市
基
地
対
策
協
議
会
（
会
長
　
土
屋

市
長
）
が
8
月
30
日
、
ア
メ
リ
カ
大
使
館

を
は
じ
め
、
防
衛
庁
や
防
衛
施
設
庁
、
外

務
省
に
出
向
き
、
米
空
母
艦
載
機
を
中
心

と
す
る
航
空
機
騒
音
に
よ
る
大
和
市
の
被

害
実
態
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
厚
木
基
地

で
の
夜
間
連
続
離
着
陸
訓
練
（
N
L
P
）

の
禁
止
と
基
地
開
放
日
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
飛
行
の
廃
止
を
は
じ
め
、
航
空

機
騒
音
の
軽
減
や
航
空
機
の
安
全
対
策
の

徹
底
、
国
の
住
宅
防
音
工
事
の
拡
充
な
ど

を
強
く
要
請
し
ま
し
た
。

市
は
今
後
も
、
基
地
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
に
対
し
て
、
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

「
広
報
や
ま
と
」7
月
15
日
号
で

お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
、
市
で
は

平
成
10
年
7
月
に
施
行
さ
れ
た

「
中
心
市
街
地
に
お
け
る
市
街
地

の
整
備
改
善
及
び
商
業
等
の
活
性

化
の
一
体
的
推
進
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
き
、
大
和
駅
周
辺
市

街
地
を
更
に
発
展
さ
せ
る
た
め
の

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、「
大
和
市
中
心
市

街
地
活
性
化
基
本
計
画
検
討
委
員

会
」
が
設
置
さ
れ
、
8
月
11
日
に

第
１
回
目
の
委
員
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

同
委
員
会
は
学
識
経
験
者
や
地

元
商
店
街
、
街
づ
く
り
組
織
の
代

表
者
な
ど
22
人
で
構
成
さ
れ
、
会

議
の
冒
頭
で
委
員
一
人
ひ
と
り
に

土
屋
市
長
か
ら
委
嘱
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
座
長
に
斉

藤
進
氏
（
産
能
大
学
教
授
）、
職

務
代
理
に
大
場
保
男
氏
（
中
小
企

業
診
断
士
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

斉
藤
氏
は
就
任
に
当
た
り
、「
計

画
で
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、

実
行
出
来
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い

て
議
論
を
重
ね
、
提
言
し
て
い
こ

う
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
同
法
の
概
要
、
大
和
駅
周
辺

地
区
の
概
況
に
つ
い
て
、
担
当
職

員
か
ら
説
明
を
受
け
た
後
、「
今

後
検
討
し
て
い
く
基
本
計
画
と
既

に
策
定
さ
れ
て
い
る
市
総
合
計
画

や
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

と
、
ど
の
よ
う
に
整
合
さ
せ
て
い

く
の
か
」
な
ど
と
い
っ
た
や
り
と

り
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
委
員
会
は
今
後
、
月
１
回
程

度
開
催
さ
れ
、
来
年
１
月
に
は
、

「
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

策
定
に
向
け
た
提
言
」
を
市
長
に

提
出
す
る
予
定
で
す
。

こ
れ
を
受
け
て
、
市
で
は
同
基

本
計
画
を
来
年
3
月
末
ま
で
に
策

定
し
、
同
法
の
適
用
を
受
け
て
計

画
的
に
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
な
お
、
市
街
地
の
整

備
改
善
で
主
に
公
共
施
設
の
整
備

に
つ
い
て
市
が
行
い
、
商
業
な
ど

の
活
性
化
に
つ
い
て
は
大
和
商
工

会
議
所
が
、
中
小
小
売
商
業
高
度

化
事
業
構
想
（
Ｔ
Ｍ
Ｏ
構
想
）
や

同
計
画
（
Ｔ
Ｍ
Ｏ
計
画
）
を
策
定

し
て
事
業
を
進
め
る
予
定
で
す
。

◇

詳
し
く
は
、
市
役
所
都
市
総
務
課

都
市
政
策
担
当
1（
2
6
0
）5
4

4
4
へ
。

第8分団（市長賞）

第7分団（市長賞）

第3分団Ｂチーム（市長賞）

第２分団（消防協会大和支部長賞）

指揮者　高下　博明
1番員　天野 良春
2番員　蜂須賀　栄司
3番員　吉野　晃弘（以上、第２分団）

最優秀賞

優秀賞

優良賞

特別賞

個人賞
（大和市消防
火の丸会長賞）

市中心市街地活性化基本計画
検討委員会が初会合

同競技会の結果(敬称略)

土
屋
市
長
は
8
月
20
日
、
厚
木
基
地
司

令
官
ケ
ヴ
ィ
ン
・
P
・
マ
ク
ナ
マ
ラ
大
佐

に
直
接
会
い
、
9
月
25
、
26
日
に
予
定

さ
れ
て
い
る
基
地
開
放
日
に
お
い
て
、

騒
音
被
害
と
事
故
の
危
険
性
を
伴
う

「
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
飛
行
」
を
行

わ
な
い
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。

ま
た
同
日
、
神
奈
川
県
と
基
地
周
辺
7

市
が
、
8
月
23
日
に
は
市
議
会
が
同
様

の
趣
旨
で
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

厚木基地司令官に
「デモンストレーション飛行」を
行わないように要請


